
                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

 

 

 

学校だより №１４ 

 

校長室の窓から 
平成２８年３月 

 

＜ 校 訓 ＞ 

いのちを大切にしよう 

きまりを守ろう 

進んでことにあたろう 

相手の立場に立って考えよう 

いよいよ、3 月 11 日（金）に卒業証書授与式を迎えます。修学旅行など、色々なことが思い出されます。

「悔いのない３年間だったでしょうか？」「ちょっと、失敗したかな！」と感じることがあるなら、これからの人

生の中で取り返していってほしいと思います。 

 今年度の卒業生は、223 名です。それぞれの思い出をいっぱい持って、それぞれの道を進み、そして、

これからの目標に向かって、一生懸命頑張って下さい。３年間お世話になった先生方をはじめ、支えあっ

てきた友達、ここまで応援してきてくれたお父さん、お母さんに感謝するとともに、お世話になったすべて

の人に、堂々とした晴れ姿を見せて下さい。 

 ４日から練習が始まりますが、気持ちのいい返事・折り目正しい立派な態度で、最上級生としての自覚を

一人一人がしっかりともって臨んで下さい。 

卒業を前にして  

まず、あいさつから  H23年2月8日 神戸新聞より     
「想いのままに」という題で、神戸新聞に掲載されていた、俳優の杉良太郎さんの文章です。第 19 回目に「まずは、あい

さつから」ということで、ご自分のおもいを書かれています。５年前の記事ですが、新聞記事をそのまま掲載します。 

健康のためウオーキングを心掛けています。歩いていると歩道をわが物顔に自転車が猛スピードで走り

抜けます。後ろから音も無く走り去る自転車はまるで凶器です。先日、自転車が私の肩をかすめ、危うく重

大事故になるところでした。呼び鈴も鳴らさないでまったく気がつかないのです。見ると主婦が子供たちを

乗せ、何事もなかったように走り去りました。私は、赤信号が青になるのを待っていました。しかし、赤でも

大勢の人が止まらずに渡ります。そこに社会に定められたルールはありません。でも車にはねられればそ

の人は異議をとなえるのでしょう。 

 東京の代々木公園を歩くと、ゴミ公園かと思うほどゴミが散乱していて、それをカラスがつつきます。その

ような場所を外国人観光客が面白がって写真を撮っているのを見ました。私は恥ずかしく思いました。する

とその外国人はそこにゴミを捨ててもいいと思ったのか、自分の持っていたゴミを投げ捨てました。私は注

意する気にもなれず、こういうことに対して議論し考えていかなければ、社会の一員としての誇りをもてな

いのではないかと思いました。 

 毎年就職率が悪化するのはもちろん景気の悪化が原因でしょう。みんな懸命に就職活動を頑張っている

と思います。ただ、企業の面接で名前を呼ばれても返事をできず、自己アピールなどとてもできない人に、

企業は自社の将来を託すことができるでしょうか。「おはようございます」「こんにちは」「よろしくお願いしま

す」「ありがとうございました」などの言葉は仕事をする以前に、人間としての基本です。企業からみればあ

いさつもできないような人を、採用できるはずがありません。では、どうすれば企業や社会が必要とする人

間になれるのでしょうか。学業に励むのも大切ですが、一にも二にも家庭内における教育、特に幼児教育

が大事なのです。まず、両親が子供に嫌われないよう、子供の耳に心地よいことばかりを言ってきかすの

ではなく、子供が物心のつく前に、朝起きたら「おはようございます」物を食べる時には「いただきます」、終

わったら「ごちそうさま」出かけるときは「行ってきます」、帰ってきたら「ただいま」。寝る前には「おやすみ

なさい」というようにすること。物を大事にし、何よりも両親が愛情を注ぐことによって、子供は愛情というもの

を自然に理解して人に接するようになると思います。そういう道徳教育のできている学生が自信をもって社

会に出て行くことができると思います。 

テレビ、携帯電話等と学力の関係 ～全国学力学習状況調査結果より～   

テレビ・ＤＶＤの視聴時間や携帯電話・スマートフォン等の使用が長くなるほど、学力に影響が出てくるという

報告がされています。これは小学校６年生も同じ傾向だということです。適切な利用時間や利用の仕方などル

ールを決め、良好な生活習慣を確立していきましょう。 

 
※詳細は、『あまっ子ぐんぐん第25号（平成28年2月号）』をご覧下さい。 

 

（テレビ・ＤＶＤ、ゲーム、携帯電話・スマートフォンに費やす） 時 間 × 学 力  

 ～読み・書き・計算～ 
少し古い資料ですが、東北大学未来科学技術共同センターの研究を紹介します。体を鍛え 

るときは毎日器具などを使ってトレーニングしていきます。脳も体の一部ですから、体を鍛え 

るときと同じように脳を毎日使っていくと鍛えられていくというものです。週２日の運動（学習）  

では体力（脳力）は維持できても向上は難しいが、週５日のトレーニングは持続的な向上が認 

められます。運動（学習）を全く行わないでいると体（脳力）は、寝たきりなってしまいます。 

でも、その学習方法は難しいことをするのではなく、単純な計算問題を解いたり、音読をしたり 

すると脳は本当に活発に働くようになるそうです。便意や尿意を伝えられなかった痴呆症の患者さんがこのトレーニングを続け

て１ヶ月後には「トイレに行きたい」ということを伝えられるようになりオムツがとれたということです。たくさん働けば脳は鍛えら

れ、機能が上がっていきます。たかが「読み・書き・計算」と思うかもしれませんが基礎的な力がなければ、その上のさらに複雑

な問題に取り組んだり、解決することはできません。 

【女子バスケットボール部】                                    

尼崎市中学校バスケットボール強化大会１年生大会 準優勝                      
【剣道部】 

第28回大阪教育大学剣道部右武会中学校剣道錬成大会   

男子団体の部 優勝 
【男子ソフトテニス部】 

 第13回丹波カップソフトテニス大会   優勝 後藤陽平・武井孝樹 

 兵庫県中学校のじぎくカップ中央大会１年生大会  

優勝 片岡大幹・山本和義 
【女子ソフトテニス部】 

 阪神中学校のじぎくカップ１年生大会 準優勝 森實杏美・田中美優 
【吹奏楽部：ソロコンテスト】 

優良賞  中村果菜実  

優秀賞  岡田遥花、佐藤 碧、横谷升美、永川桃香、柴田彩乃、 

平井春菜 

あまっ子スピーチフェスティバル  優秀賞 片島 恵 

部活動等の結果 

尼崎ライオンズクラブ教育奨励賞をいただきました。 

2月18日（木）にその受賞式があり、前生徒会長の富谷君に本校の生徒代 

表として出席してもらいました。三者ふれあい活動やあいさつ運動等、平成 

27年度の生徒会を中心とする活動に対しての受賞ですが、これまでの先輩方 

が積み上げてきた功績も加味され受賞にいたったものです。良き伝統は、しっ 

かりと引き継いでいきたいと思います。また、地域や保護者と一緒になっての 

活動も評価されており、これまで学校を支えてきていただいた育友会やＯＢ会、そして、地域の方々のお陰と、

改めてお礼申し上げます。これからもよろしくお願いいたします。 

尼崎ライオンズクラブ教育奨励賞受賞  ～平成28年2月18日～ 

 先日、自転車マナーについて
の苦情を受けました。２台の自転

車が歩道を逆走してきたうえに、

歩行者をよける際には大変失礼な

暴言を吐いたというものです。そ

の２台の運転者は本校の制服（女

子）を着ていたそうです。残念な、

情けない話です。また、大変恥ず

かしい気持ちでいっぱいです。し

っかりと反省してほしいと思いま

す。怪我をさせても怪我をしても

大変な問題です。「自転車マナー

を守る」これも当たり前の行動です

よね。 

自転車マナーの 
苦情 注意！ 

 


